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 稲荷山・郷戸遺跡第８地点発掘調査報告書
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要　　約

  本遺跡は弥生時代後期～古墳時代後期の集落跡であり、今回の調査地点は弥
生時代後期の環濠内側に位置する。調査は狭い範囲で行われたため、確認された
住居跡は部分的なものにとどまったが、弥生時代後期２軒、古墳時代前期４軒・後
期2軒、弥生時代後期～古墳時代前期７軒の住居跡が検出された。弥生時代後期
の住居跡では後期前半と考えられる櫛描文が施された壷形土器が出土している。

主な遺構

稲荷山・郷戸遺跡
第８地点

 弥生時代後期の環濠集
落の集落部分の調査を
行った。

縄文土器
弥生土器
土師器
石　器


